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東京の犬および猫における胃虫,Ｐ/’)Ｍﾉﾛｶ花川

力川幼"伽/ｉｓの感染について

早崎峯夫＊大石勇＊

（昭和57年８月１１日受領）

像彰↑宗

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ９Ｐ/jysα/ＯＰＺｅ７ａＰ７ａ⑳z(t/α〃s，stomachworm，ｄｏｇａｎｄｃａｔ，Tokyo，Japan

犬から検出された胄虫は，東京都練馬区に飼育されて

いる症例犬（ケアンテリア，雄，３カ月齢，体重2.5kg）

が，昭和54年11月９日に３匹，同月17日に２匹を吐出し

た計５匹（雄虫２，雌虫３）である

糞便内虫卵検査は，大島ら（1965）のＴｗｅｅｎ８０クエ

ン酸緩衝液による遠心沈殿集卵法により，糞便１９につ

いて行なった．

本胃虫の駆虫は，リン酸ピペラジン剤（ﾋﾞ剤）104ｍｇ

あるいは208ｍｇ/kｇの１回経口投与，あるいはパーベン

ダゾール剤（パ剤）３０ｍｇ/kg/日の２日ないし３日連続経

口投与により行なった．

胄虫の発生率調査は，杉並区，練馬区およびその周辺

に飼育されているもののうち，無作為に抽出した猫25頭

(年齢４カ月～10歳，雄12,雌13）と犬32頭（年齢４カ

月～10歳，雄19,雌13）について，糞便内虫卵検査によ

り行なった．

緒言

わが国におけるＰｈｙｓα/optera属胄虫についての報告

は少なく，東京地区(大越・薄井，１９６３；田中ら，１９７１；

大石・久米，1974）と関西地区（串田ら，１９６５；高田ら，

1976）の，いずれも猫から検出されたものである．しか

し，種が同定されたのは，Ｐ・Ｐｒａｅｐ〃α/ｉｓを検出した

大石・久米（1974）の報告のみで，他はいずれも，種の

決定までにいたっていない．また，本属胄虫の発生率

は，猫に0.3～5.0％（串田ら，１９６５；田中ら，１９７１；大

石・久米，１９７４；高田ら，1976）と比較的低率であるこ

とが知られているものの，わが国における胄虫の流行の

実態調査は上記地域に限られており，未だ明確に把握さ

れていない．

今回，東京都内で飼育されている猫２頭および犬１頭

から吐出された虫体について形態学的検討を行なった結

果，ともに，Ｐ.〃α"”α"ｓと同定された．わが国か

ら本種胃虫が検出された報告は，本論文が猫では第２

報，犬では第１報である．併せて，臨床所見，駆虫成績

および発生率調査成績についても報告する。

成績

形態学的検討：吐物中より回収された虫体は，生理食

塩液で洗浄後，５％ホルマリン液中に保存した．虫体の

形態学的検討は，これら保存虫体をラクトフェノール液

にて透明化して行なった．しかし，猫１では，一部の虫

体が損傷していたため，損傷のなかった18匹（雄虫５，

雌虫13）について計測した．同様に，猫２においても損

傷なく回収できたのは７匹（雌）であったが，ホルマリ

ン液中にて極端なラセン状を呈したため細部の計測が困

難であり，形態学的検討ならびに体長，体幅の計測のみ

にとどめた．犬から得られた虫体は５匹（雄２，雌３）

について計測した．

猫および犬から得られた虫体は，形態学的に酷似して

いた．すなわち，体長は短く，円柱形で，体表はルーズ

なクチクラで覆われ，クチクラの前端はカラー状を呈し

材料と方法

猫から検出された胄虫は，東京都練馬区に飼育されて

いる症例猫１（雑種，雌，１歳，体重３ｋｇ）が，昭和５３

年11月13日に９匹，同月16日に２匹，および昭和54年２

月20日に14匹を吐出した計25匹（雄虫５，雌虫20）と，

東京都杉並区に飼育されている症例猫２（雑種，雌，６

カ月齢，体重２ｋｇ）が，昭和56年３月２日に10匹プ同月

15日に１匹，５月14日に３匹を吐出した計14匹（雄虫

１，雌虫10,性別不詳３）である．

＊東京農工大学農学部家畜内科学教室

↑ムナカタ動物病院
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ており，表面にはtransversestriationが認められた．

口唇は大きく，先端に１個の外歯と３分岐の内歯が，ほ

ぼ同高でみられ，口唇基部には，各々１対の乳頭が認め

られた．神経輪は食道を囲んで位置した．食道は長く，

筋部と腺部に分かれており，頚部乳頭は，排泄孔のやや

前方に位置した．

雌虫では，陰門は体の前半にあり，わずかに丘状に盛

り上り，陰門部はキチン質様のリングで囲まれていた．

虫卵は，ｅｇｇｃｈａｍｂｅｒ内に充満し，陰門へと連ってい

た．子宮は２分岐の複子宮構造を呈し，Ortlepp(1922）

の分類に従えばＢ型であった．尾部は，雄虫，雌虫とも

にクチクラが包皮状に反転して尾端を覆っていた．尾端

は雌虫では円錐状を呈し，雄虫では腹側に屈曲してい

た．

雄虫の尾端の腹面には，多数の頚粒状構造物が配列し

てみられ，尾翼は大きく，４対の太い有柄乳頭により支

えられていて，有柄乳頭は，総排泄睦を囲んで，総排泄

腔前に２対，総排泄腔後に２対あった．また総排泄膣の

直前には，３個の乳頭が横一列に並んで位置し，中央の

１個は，他よりも大きい．総排泄腔後には５対の乳頭が

みられ，第１，第２および第３対は総排泄膣直後に位置

し，第４および第５対はそれぞれ離れ，総排泄膣から尾

端までの距離を，およそ３等分する位置にあった．虫卵

は卵円形で，卵殼は無色を呈し，滑らかで厚く，卵内

に仔虫を形成していた．以上の形態学的特徴的所見は

Figsl-12に示した．

胄虫の平均体長および体幅は，猫１からの虫体では雄

虫が28ｍｍ，1.4ｍｍ，雌虫が31ｍｍ，1.7ｍｍであり，猫

２からのものでは雌虫が29ｍｍ，1.2ｍｍであった．犬

からの虫体では雄虫が21ｍｍ，１ｍｍ，雌虫が29ｍｍ，１．３

ｍｍであった．その他の形態学的計測値はＴａｂｌｅｌに

示した．虫卵は陰門部付近の虫卵について計測した．

以上の形態学的所見から，本冑虫はＰ/jysα/opzera

PraeP肱α"svonLinstow，1889と同定した。

臨床所見と駆虫成績：猫１では，虫体吐出ごとにピ剤

による駆虫を試みた．本症例を観察中に３回の糞便検査

を行なったが猫回虫卵のみ検出され，胄虫卵は検出され

なかった．しかし，第３回の虫体吐出後13日の糞便検査

で胄虫卵が検出されたため，ピ剤は無効と判断して，駆

虫剤をパ剤に切り替えた．パ剤投与１週間後の糞便検査

では，虫卵陰性であったが，駆虫剤投与後の虫体排出の

有無については，放し飼いのため不明であった．また観

察期間中，虫体吐出を認めた嘔吐を除いて，一般臨床所

見に著変は認められなかった．

猫２は，第１回虫体吐出後，パ剤を投与したところ，

数日で下痢，嘔吐がみられ，糞便中および吐物中に胃虫

排出（虫数不詳）が認められた．しかし，１０日後の糞便

検査にて胄虫卵陽性であったため，再びパ剤を投与した

ところ２日後に第２回の虫体吐出がみられた．さらに１０

日後の糞便検査でも胄虫卵陽性であった．本症例は，そ

の後50日を経て，第３回の虫体吐出がみられたが，駆虫

剤を投与せず観察することとした．本症例もまた，虫体

吐出を除いて，一般臨床所見に著変は認められなかっ

た．

症例犬は，２回の虫体吐出ごとにパ剤を投与したが，

駆虫後の虫体排出については，猫１と同様に不明である

とともに，それぞれの駆虫後の糞便検査においても虫卵

は検出されなかった．また，本症例も嘔吐以外に一般臨

床所見に著変は認められなかった．

なお，全症例のその後の遠隔成績では，昭和57年７月

現在においても，胄虫の吐出ならびに糞便内胄虫卵は認

められていない．

発生率調査成績：糞便検査の結果，被検猫25頭，犬３２

頭ともに，胄虫卵は検出されず，猫の12％に猫回虫卵，

鉤虫卵およびオーシストが検出され，犬の28％に犬回虫

卵，犬小回虫卵，犬鉤虫卵および犬鞭虫卵が検出され

た．

考察

猫科動物より検出されたＰ/Zysα/”zeγα属は15種があ

り，飼猫からはＰ､ｂｒｅＵ/WcwJ"、，Ｐ､九e"e6o7"ｉ

（Syn．Ｐ・b7euiWc山刀`)，Ｐ.ｃα"is，Ｐ､九〃is，Ｐ、

ｇｅ〃"α，Ｐ・ｐａｃｊｔａｅ，Ｐ.〃αep”/α"Ｓ．Ｐ．pse"ａＱｐ７α‐

"〃α"sそしてＰ.γαγα，飼猫以外からはＰ.α"ｏｍａｍ，

Ｐ.‘'9伽Zａ（Syn．Ｐ・ｔｅｒａｅ"tatα)，Ｐ．、α/αJﾉe"ＳＩＳ

（Syn・Ｐ､ｂｒｅｕｉＷｃ"/"、)，Ｐ・ｍａｓｏＭＺ,Ｐ・ｔｅγcJe"tatα

そしてＰ.Ｕα"αe"６７α"clJe7ziなどがある．一方，犬科動

物より検出された本属は11種があり，飼犬からはＰ．

ｃα"な,Ｐ､九〃is,Ｐ.〃αeP〃α"ｓそしてＰ.γαγα,飼

犬以外からはＰ・CeraoCyo"α，Ｐ・ceStiCiJmta，Ｐ・ｇｅ‐

〃"α,P・pczp/"ｏ７ａａｉａｚａ,P・pse"cZbp〆α”zzz/α"s,P・

sj6i了ｊｃａそしてＰ・Ｕ２`JPi"e"ｓがある（Ortlepp，１９２２；

Yamaguti，１９６１；Lapage，１９６５；GuptaandPande，

１９７０；Olsen，1974)．したがって飼猫，飼犬の双方から

検出されたものは，ＥＣα"ｉｓ,Ｐ・た"成s,Ｐ.〃α"ル

ガα/ｉｓそしてＰ．γαγαの４種である．

上述の20種の本属虫種のうち，今回の検出虫体に認め

られたいくつかの特徴的形態所見をそなえたもの，すな

（２２）
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ｒ１

Ｉｌ

Ｌｊ

ExplanationofFigures

AdultP/ZjySaJoがF｢αＰγαCPzｨがα"S、

Ｗｈｏｌｅｂｏｄｙｏｆａｍａｌｅ（upper）ａｎｄａｆｅｍａｌｅＯｏｗｅｒ)．

Anteriorendofbody、Lateralview，

Ａｎｔｅｒｉｏｒｐａｒｔｏｆｂｏｄｙ・Lateralview・

Excretorypore、Lateralview、

Transversestriationsandintrauterineeggs
Vulva・

Posteriorendofafemale、Lateralview、

Cloacaandthreepre-cloacalsessilepapillaeofamaleventralview・

Threepairsofpost-cloacalsessilepapillaeofamale，Ventralview・

Twoadditionalpairsofsessilepapillaeandlongitudinallyarranged，roundedwart-liketubercles

ofthetailofamaleoblique-ventralview・

Eggscollectedfromthefeces．

Ｆｉｇ．１

Ｆｉｇ．２

Ｆｉｇ．３

Ｆｉｇ．４

Ｆｉｇ．５

Ｆｉｇ．６

Ｆｉｇ．７

Ｆｉｇ．８

Ｆｉｇ．９

Ｆｉｇ．１０

Ｆｉｇ．１１

Ｆｉｇ．１２

わち包皮様クチクラ鞘構造，陰門部のキチン質様環およ

び複子宮構造を有するものは，Ｐ.〃α""ziaZis，Ｐ．

、α/qye"sｉｓおよびＰ・psemOp7α"〃α/ｉｓの３種に

限られる．このうち，Ｐ.”α/αｙｅ"sｉｓはＰ.〃α"〃α/ｉｓ

に良く似ているが，雄虫の尾部腹面の総排泄腔後の無柄

乳頭の位置が第１，第２対は無柄乳頭直後に連続してお

り，第３，第４および第５対はそれぞれ離れて位置して

いることと，虫卵が35×28～32ＪａｍとＰ・ｐｒａｅｐ〃α"ｓ

のそれより′｣､形であることなどから，Ｐ・がａｅｐｍα/iｓ

とは明らかに区別し得る．

またＰ・がe"α”γα""ziα"ｓについても，またＰ・がＣＭ”γα""〃α〃ｓについても，Yutuc

(1953）は，頚部乳頭と排泄孔が同一位置に近接して存

在すると記載しているが，Ｐ.Ｐγα"〃α"ｓのそれは頚

部乳頭の約100βｍ以上後方に排泄孔が位置しており

(Ortlepp，１９２２；大石・久米，1974）両種は明らかに異

なっている．しかも彼は，両種の相違点について，複子

宮構造，陰門部のキチン質様環，包皮様クチクラ鞘構造

を有する点は一致するが，雄虫の尾部腹面や無柄乳頭の

（２４）
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されることで犬や猫に感染することも指摘されている

(Olsen，1974)．

本種胄虫の駆虫薬については，実験感染試験に基づく

駆虫効果の判定を行なった報告はないが，経験的判断に

基づき駆虫効果が期待されている薬剤がいくつか報告さ

れており，二硫化炭素（Ehlers，1931)，ジエチルカルバ

マジン，ピ剤，テニウム（Soulsby，1965)，ジクロロポ

ス（Greve，1980)，テトラミゾール（大石，1979）があ

げられている．しかし，ピ剤については，大越・薄井

(1963）は駆虫効果が認められないと報告しており，著

者らの成績でも同様に認められなかった．本種胄虫の駆

虫にパ剤を用いた報告は未だないが，今回の成績では，

糞便内への排虫（猫２）がみられ，また全症例とも嘔吐

症状が消失し，虫体吐出が認められなくなったことか

ら，有効であったものと考えられる．しかし，駆虫後比

較的短期間に，虫体吐出が再び認められることがしばし

ばあったことから，１）駆虫効果はあるが確実でない

2）幼若虫には無効である，可能性が考えられるＪ今回

の症例では，雌雄両成熟虫の寄生が認められたにもかか

わらず，糞便内胄虫卵検査がしばしば陰Ｉ性であったが，

それは本種胄虫の産卵数は，12時間に4,500個（Olsen，

1974）と少なく，多産卵性でないため，しばしば検査で

見逃し易い（Lindquist，1980）ことや，駆虫剤による一

時的な産卵抑制の可能性も推測される．

糞便内虫卵検査による胄虫の発生率調査成績では，虫

卵検出率が犬，猫ともに０％であり，今回の調査地域に

おいて，胄虫の流行を証明し得なかったが，今回の症例

は，同一地域で得たものであることから，極めて低率の

流行があると考える．また，産卵数が少ないことから，

今回実施した糞便検査法ではfalseneativeとなるこ

とも推測される．

わが国における胄虫の発生率調査は，猫のみについて

剖検調査により行なわれており，Ｐ・ｐ７ａｃｐ”iaJisの発

生率は，東京都府中市とその近辺の地域で4.4％（3/68）

(大石・久米，1974)，また種の同定には至っていないが

PhysaJ”ｚｅ７ａ属胄虫と同定されたものの発生率は，東

京都内および近県の地域で5.0％(6/121)（田中ら,1971)，

京都府で0.3％（1/312）（串田ら，1965)，大阪市および

その近辺で0.5％(1/198)(高田ら，1976)であり，ともに

低率の感染が認められている．猫１頭あたりの検出虫体

数は，少数寄生例では１匹(串田ら，1965)，多数寄生例

では34匹（大石・久米，1974）の検出例が知られてお

り，田中ら（1971）も感染猫６頭から計72匹を検出して

おり，著者らの症例でも猫１で25匹，猫２で14匹、犬で

配置の点および口部における内歯と外歯の高さが等しい

もの，不等のもの，の両者があり不定である点がＰ．

'Ｓｃ"czop,-α"”iα"ｓがＰ.〃α"〃αzｉｓと異なる点であ

ると主張している．しかしながら，Ｐ・がα⑫zJtiα/ｉｓの

無柄乳頭の配置については，Ortlepp（1922）や大石・

久米（1974）の報告と比較してもＰ・がα""ｔｉａＪｉｓのそ

れに酷似しており，明確な相違点とは考え難い．また，

歯の形態に関しても，内歯および外歯が同高であった場

合には，Ｐ・がacpmiα//ｓと同定される可能性があり，

Yutucの主張するような，両種問の重要な鑑別点となり

得るかどうか疑問である．むしろ，頚部乳頭と排泄孔の

位置が両種間で明らかに異なるにもかかわらず，彼が重

要な鑑別点の１つとして指摘していないことは問題であ

ろう．

今回の検出虫体が，犬および猫の吐物中に検出された

ことは興味深い．既報の胄虫検出例は，殆んどが剖検し

た猫の胄内より回収したもの（YutuQ1953；Tacaland

Corpuz，１９６２；大越・薄井，１９６３；串田ら，１９６５；大

石・久米,1974）であり，吐出例は極めて少ない（Greve，

1980）が，Ｐ.Ｐγα"肱α"ｓは胃壁に咬着し，時に粘膜

上を移動して，広範囲な粘膜に多数の小さな損傷を残し

(Lapage，１９６５；Soulsby，1965)，冑粘膜を刺激するこ

とから，本症例のように虫体が吐出されてくることは少

なくないと考えられる．しかし，本虫の病原性は比較的

低く，臨床的変化としては虫体の咬着によるカタル性胃

炎や胃潰瘍が知られているが，多くの場合冑障害に基づ

き，慢性に経過する食欲不振や間欠性の嘔吐などを示す

にすぎず(大石，1979)，今回の症例においても，一般臨

床所見には嘔吐を除いて認むくき変化を示さなかった．

Ｐ.〃α"肱α"ｓの感染には，チャバネゴキブリ，コ

オロギあるいはカマドウマなどの昆虫が中間宿主として

介在する（PetriandAmeel，1950)．本種胃虫は，これ

ら感染中間宿主を実験的に摂取させた猫の体内において

131日から156日で成熟虫となる（Olsen，1974）ことか

ら，わが国では，本種胄虫は，中間宿主の活動時期であ

る夏期から秋期にかけて，感染中間宿主が捕食されて犬

や猫に感染し，冬期から春期にかけて成熟虫となり，虫

卵が検出されるものと考えられる．既報の検出例におい

て，成虫の多くが冬期に検出されている（大越・薄井，

１９６３；大石・久米，1974）ことは，中間宿主の活動時期

との関連によることを示唆するものであり，今回の症例

においても，１１月（猫１，犬）から５月（猫２）にかけ

て虫体吐出が認められている．一方，カエル，ヘビ，鳥

類，ネズミなどがparatenichostとなり，これが捕食

（２６）
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５匹が検出された．このように，東京，京都および大阪

の各地方の胄虫の発生は，低率ながらも１頭あたりの感

染虫体数はかなり多い傾向にあった．犬・猫へのＰ．

〃α"〃αZｉｓの感染は，これら動物の昆虫捕獲の習癖の

有無と強い関係にあるが，中間宿主となり得る昆虫が，

全国に広く分布していることから，今後本胃虫が徐々に

蔓延していく可能性は大きいものと考える．

結語

東京都杉並区および練馬区に飼育されている猫２匹

(猫１：雑種，雌，１歳，体重３ｋｇ；猫２：雑種，雌，

６カ月齢，体重２ｋｇ）と犬１匹（ケアンテリア，雄，３

カ月齢，体重2.5kg）の吐物中から，計44匹の胄虫が検

出された．これらの虫体は，形態学的にPhysaZoptera

PraeP〃αJisvonLinstow，1889と同定された．種が同

定されたものとしては，症例犬は，わが国で第１報，症

例猫は，第２報である．症例動物の一般臨床所見には，

嘔吐を除いて，異常所見は認められなかった．本胄虫の

駆虫には，リン酸ピペラジン斉'１は無効であったが，パー

ベンダゾール剤は有効であろうと考えられた．同一地域

における本胄虫の発生率調査を，糞便内虫卵検査によ

り，２５頭の猫と32頭の犬について行なったが，胄虫卵は

全く検出されなかったことから，本胄虫の発生は極めて

低率と思われる．
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: Abstract I

INCIDENCE OF STOMACH WORM, PHYSALOPTERA PRAEPUTIALIS VON

LINSTOW, 1889, IN TWO CATS AND A DOG IN TOKYO, JAPAN

Mineo HAYASAKI, Isamu OHISHI

{Department of Veterinary Medicine, Faculty of Agriculture, Tokyo

University of Agriculture and Technology, Tokyo 183, Japan)

AND

Akira MUNAKATA

[Munakata Pet Clinic, Nerima-ku, Tokyo 177)

Fourty-four stomach worms were detected from the vomituses of two cats, a 1-year-old

mongrel female (cat No. 1) and a 6-month-old mongrel female (cat No. 2) and one dog, 3-month-

old male cairn terrier, which were living in Suginami-ku and Nerima-ku, Tokyo. Morphological

findings and measurements of intact worms were given in Figs. 1-12 and Table 1. From these

findings, these were identified as adult Physaloptera praeputialis von Linstow, 1889. In Japan,

P. praeputialis detected from the dog is the first record and those from cats are the second case.

No clinical signs were noted throughout the observation period in this study except for the vomit

ing observed transiently.

Medication of parbendazole at 30 mg/kg of body weight for 2 or 3 days to these three in

fected animals was seemed to be effective for adult P. praeputialis, since the vomiting of stomach

worms disappeared after anthelminthic treatment, in contrast with the failure of piperazine phos

phate treatment.

A survey of stomach worm infection was made by fecal examination on twenty-five cats

and thirty-two dogs living in the areas of Tokyo, as above mentioned. No egg of stomach worm

was detected in the feces from these animals.

( 28 )




